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あの日から1年

　2011年3月11日に東日本大震災が起きてから1
年が経ちました。この連載を始めたのは11月でし
たが、Hack For Japanの活動は3月の震災直後から
始まっています。今回はこの1年の活動を振り返
り、「開発者が復興支援で何ができるのか」を皆さん
と今一度考えてみたいと思います。

2011年3月19～21日　
アイデアソン、ハッカソン

　ここがHack For Japanの始まりです。Googleの
及川卓也さんの声がけがきっかけとなり、会社の枠

を越えて人が集結し始めました。地震が発生した3
月11日の翌週には19（土）、20（日）、21（月）と連休
が控えていました。やるならこの時だという話に
なったものの、最終的に決断したのは17日、木曜
の夜。準備期間がほとんどない中で、及川さんから
の「やれますか？」という問いに、米国出張から戻っ
てきたばかりの山崎富美さんの「やりましょう！」と
いう答えで決まりました。
　また、非常時ゆえに会社の名前を出す際に必要な
社内手続きなどはスキップして「あとで僕が怒られ
ておきます」という言葉も飛び交うなか、怒濤の勢
いで開催に漕ぎ着けました。
　当時は東京でも交通機関の乱れや余震が多かった
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のブログで綴られています注1）。

2011年4月24日　
Hack For Fukushimaミーティング

　福島県会津若松市の会津大学では、ハッカソンで
はなくディスカッションのためのミーティングとい
う形式でイベントを開催しました。東京からはス
タッフ数名で車で向かったのですが、東北自動車道
には路面にまだうねりが残っていたことを覚えてい
ます。
　福島県内だけでなく仙台、東京ほかさまざまな地
域から約40名の方に参加いただき、風評被害も含
めた放射線の問題、雇用の問題などについてディス
カッションが行われました。放射線の問題では「正
しい数値を知りたい」という強い思いから、自分た
ちでガイガーカウンタを作成し、Androidデバイス
との連携ができるようなものにしていくというプロ
ジェクトの芽がこのときに出始めていました。そし
て、このミーティングの最後では「会津でもハッカ
ソンを行う」という合意を確認しました。

2011年5月21、22日　
アイデアソン、ハッカソン

　このころには東北新幹線も仙台まで復旧し、仙
台、会津若松、東京に加えて、高松、福岡の5つの
会場でHack For Japanとしての2回目のハッカソ
ンを行うことができました。現地からの情報を各会
注1） http://d.hatena.ne.jp/takoratta/20110408/1302273707

事情もあり、19日と20日はオンライン上にてアイ
デアソン、21日のハッカソンがオンラインと京都、
岡山、福岡、徳島の4つのオフライン会場にて行わ
れました（写真1、2）。
　オフラインの4会場で100人近く、オンラインで
は350以上のアイデアが投稿され、それらに対して
5,700以上の投票が行われています。また、アイデ
アを深めるためのオンラインディスカッションでは
約1,300件のコメントが寄せられて、熱い議論が繰
り広げられました。

2011年4月7日　
宮城へ

　このころ、まだ新幹線も全線では復旧していませ
んでしたが、被災地を見ずして本当の復興支援はで
きないという想いから、「まだITの出番じゃない」
と言われるのを覚悟のうえでスタッフの何名かが仙
台、石巻を訪れました。
　まだ混乱の続く中、話を聞いてみるとITで解決
できそうなところがいくつか見つかりました。そし
て、時期が来ればITが活躍できるはずだとの想い
も強くなり、次のハッカソン開催への気持ちも強く
なっていきました。ここで仙台のIT企業やコミュ
ニティとのパイプが作られ、その後の現地でのハッ
カソンの開催につながっています（このときに最大
級の余震が発生し、その状況はスタッフの及川さん

 ◆写真2　京都会場の集合写真。約50名の方に参加いただいた
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場の参加者で共有するためにUstreamを使って会
場間を結び、プレゼンの中継も行いました。
　このとき5つの会場合計で1日目に131名、2日目
に87名の方に参加いただきました。エンジニアに
限らず、デザイナ、ボランティア活動をされている
方など、復興支援にアイデアをお持ちの方、何かで
きないかと考えている方々に集まっていただきまし
た。

2011年6月、7月　
岩手と宮城の沿岸部を訪問

　6月から7月にかけて、スタッフが何回かに分け
て岩手と宮城の沿岸部を訪問し、現地の状況を確か
めてきました。岩手ではこのときの訪問がきっかけ
で、後の「遠野まごころネット」でのハッカソンの実
現につながっています。

2011年7月23、24日　
遠野でのアイデアソン、ハッカソン

　岩手の遠野にて、沿岸部へボランティア活動に出
かける皆さんの中継基地的な役割を担っている遠野
まごころネットの協力で、実際にボランティア活動
を行っている皆さんと同じ場所にスタッフも宿泊し
て、アイデアソンとハッカソンを開催しました。
　ここでは30名ほどの方に参加していただき、遠
野まごころネットのサイトリニューアルや、仮設住
宅のネットカフェのプロジェクトなどがスタートし
ています。仮設ネットカフェのアイデアは避難所か
ら仮設住宅への移行が進む中で、コミュニティの形
成と情報へのアクセスの問題の解決を目指して考え
出されました。

2011年7月23、24、30日　
アイデアソン、ハッカソン

　3回目となるイベントは、遠野では23日と24日
と続けて開催され、仙台、会津若松、東京、愛媛の
4会場では23日にアイデアソン、1週あけて30日に
ハッカソンを行いました。4会場合計で1日目に109
名、2日目に92名の参加者がありました。

2011年8月6日　
Japan Innovation Leaders Summit

　東京で開催されたリクルート主催の「Japan 
Inovation Leaders Summit」というイベントで、MIT

の石井裕教授とHack For Japanのスペシャル対談
という枠をいただきました。石井教授からはすばら
しい言葉を頂戴していますので、発表内容の再現ブ
ログ注2をご覧いただければと思います。

2011年9月27日　
プロジェクトディスカッション

　震災から半年を機に、現状のプロジェクトが「震
災復興に使われるものを開発しているプロジェクト
なのか」を問い直すことを目的としたディスカッ
ションが東京で開催されました。
　おもに東京会場のハッカソンでスタートしたプロ
ジェクトを進めている方々に参加してもらったので
すが、自己満足で終わっていないか自問自答し、
少々痛みを伴ったイベントでした。これ以降、東京
会場ではハッカソンのイベントを開催できておら
ず、復興支援の難しさを改めて感じさせられること
となりました。

2011年10月15、16日　
Hack For Iwate 2

　遠野まごころネットを会場にした2回目のイベン
トで、仮設ネットカフェの実現に的を絞ってアイデ
アソンを開催しました。15名ほどの参加者で仮設住
宅の集会所の見学をさせていただいたり、インター
ネットに慣れていない方に興味をもってもらうため
のコンテンツやネットカフェ運営にあたってのセ
キュリティなどについて話し合いました。

2011年12月11日　
Hack For Miyagi

　現地で開催するという利点を活かすべく、震災復
興支援団体とITエンジニアが意見を出し合うミー
ティングを仙台で開催しました。今後、定期開催し
ていく計画があり、今回は災害時の情報伝達などに
ついて話し合われました（本誌3月号の当連載記事
で、宮城で現地スタッフとして活動している小泉さ
んが寄稿しています）。

2011年12月17、18日　
復興ボランティア情報交換会＠石巻

　経済産業省ネットアクションとの共同開催による

注2） http://blog.hack4.jp/2011/08/hack-for-japan-japan-
innovation-leaders.html
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東京からのバスツアーで石巻に向かい、現地で活動
するボランティア団体の皆さんと情報交換を行いま
した。
　土曜の夜にスタッフを含む25名ほどで東京を出
発して日曜の朝に石巻に到着、午後までディスカッ
ションを行ったあと、夜10時過ぎに東京に戻って
くるという強行軍。ですが、東京の人が現地を訪れ
てディスカッションすることでシーズを拾い、現行
のプロジェクトにも改良を加えるきっかけにもなれ
ばとの思いから実現したものです。
　石巻で活動しているボランティア団体の方とのパ
イプができ、共同で災害ボランティア意識のアン
ケートを行うなどの取り組みにつながっています。

2012年1月14、15日　
Hack For Iwate 3

　1日目は大槌町で、仮設ネットカフェと音楽スタ
ジオを融合するためのブレインストーミング、2日
目は釜石市で、Hack For Iwateの2012年の活動に
ついて話し合いました。2日ともそれぞれの場所で
オープンした仮設商店街のコミュニティスペースで
の開催です。Hack For Iwateでの活動は次号以降で
詳細を掲載予定です。

1年を振り返って

　これまで賛同、参加していただいた皆様、ネット
で見守ってくれた皆様、この連載記事を読んでくだ
さっている皆様、ありがとうございました。
　昨年3月の最初のハッカソンが終わった後、まず
は1年続けてみようということでやってきたHack 
For Japanの活動ですが、誰にとっても初めて遭遇
する、とてつもない規模ゆえの困難な体験であるこ
の震災復興という取り組みの中で、正直な気持ちと
して、我々の活動が本当に役に立つものになってい
たのだろうかという疑問は残ります。しかし、ITエ
ンジニアが自分にも何かできないかという想いを
持って集まり、会社の壁を越えて活動してきたこと
はこれまでそうはなかったことだと思います。
　実際に、岩手の遠野まごころネットとの取り組み
から始まった仮設ネットカフェプロジェクトは進行

中で、ほかにも仙台、会津若松のハッカソン会場が
きっかけとなって始まったプロジェクトが賞を受賞し
た例もあります。また、直接震災復興にかかわらな
い部分としては、“ハッカー”という一見良くないイ
メージを持つ言葉も、“善玉ハッカー”という言い方
で紹介していただいたり、ハッカソン、オープンソー
スというカルチャーの啓蒙にはいくらか貢献できた
のではないかと感じています。我々のハッカソン開
催がきっかけとなって、外に目を向けるようになって
くれた若いエンジニアの方の話なども聞きます。
　真の復興にはまだまだ長い時間が必要なことは明
らかで、我々の活動も続けていこうと考えていま
す。もちろん、この震災のことを風化させていはい
けないという想いもあります。
　今後はHack For Iwate、Hack For Miyagi、Hack 
For Fukushimaといったように各ディビジョンで現
地に即した活動を進めていき、東京からはそれをサ
ポートしていく、という形になりつつあります。構
想としては、復興支援だけでなく、次に何か起きた
ときのための備えとしての防災ハッカソンなども
やっていくことができればと考えています。
　引き続きこの連載でも活動の報告をしていきたい
と思いますし、http://hack4.jpやTwitterの@
hack4jp、Facebookページなどでイベント開催情報
などをお伝えしていきますので、ぜひチェックして
みてください。そして1年が経過した復興支援やこ
の連載についてご意見などありましたら、本誌のア
ンケート、もしくはinfo@hack4.jpまでお寄せく
ださい。
　それでは活動を継続していくという意味を込め
て、今回はHack For Japanの想いを表したこの
コードで閉めたいと思います。
 

While (Japan.recovering) {
    we.hack();
}
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